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・報告内容の要旨 
本報告のポイントは２つある。第１に、通常の原価企画は販売時点の私的原価のみを対象としてい

るが、製品には開発段階から製造販売、使用、廃棄にいたるまでのライフサイクルにおいて原価が発

生する。本報告では原価企画をライフサイクルコストにおいて実施した場合、いかなる課題が生じる

か検討・分析を行う。第２に、製品に係わる社会原価まで含めたライフサイクルコスト（LC 全コス
ト）において原価企画を適用することを新しいツールとして提案し、このツールの応用の様々な可能

性を探る。 
1996年の原価企画特別委員会において以下の二つの立場が検討された。 
   ①ユーザーで発生するコストは目標原価に含めない。 
  ②ユーザーで発生するコストも、目標原価に含める。 

 本研究の立場は②をさらに発展させて、「ユーザーで発生するコストおよび社会的コストも目標原価

に含める」という立場から研究を行う。 
 研究対象としては、ガソリン自動車を取り上げる。自動車の社会的コストは宇沢[1974]において、
過去に道路インフラ整備に係わる費用推計の試みが行われたが、本研究においては、以下のコストに

注目して分析を試みる。 
 
①公的研究開発コスト 
②私的研究開発コスト 
③自動車一台当たり製造コスト 
④運用・燃料コスト 
⑤廃棄コスト 
⑥道路インフラ整備コスト 
⑦環境コスト 
 
 上記①～⑦のコスト算定にあたっては、矢澤が過去に試みた社会原価にまで拡張したライフサイク

ル・コスティングの手法を適用する。 
 目標原価に社会的コストを含めた場合、企業の私的利潤のみならず、私企業が社会にもたらすコス

トが検討対象となり、究極的には個々の企業が社会で果たす役割が問われることになる。 
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